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鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
が
今
年

創
立
30
周
年
を
記
念
し
、
鎌

倉
市
内
の
石
碑
の
清
掃
と
リ

ペ
イ
ン
ト
を
行
こ
と
に
な

り
、
鎌
倉
同
人
会
と
と
も
に

８
月
19
日
、
松
尾
崇
鎌
倉
市

長
に
作
業
の
許
可
と
石
碑
保

全
管
理
に
つ
い
て
の
要
望
書

を
提
出
し
た
＝
写
真
。
両
会

は
10
年
前
、
ガ
イ
ド
協
会
20

周
年
と
同
人
会
１
０
０
周
年

を
記
念
す
る
事
業
と
し
て
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
内
に
あ
る
石
碑

は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
鎌
倉
町
青
年
会
、
後
の
鎌

倉
町
青
年
団
な
ど
が
建
立
し

た
も
の
で
、
80
カ
所
近
く
あ

り
、
鎌
倉
の
歴
史
を
伝
え
る

案
内
碑
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
所
在
が
道
路
敷

た
。

　
１
９
１
０
年
１
月
、
逗
子

開
成
の
生
徒
12
人
が
死
亡
す

る
ボ
ー
ト
遭
難
事
故
が
起
こ

り
、
同
年
３
月
に
校
長
を
引

責
辞
任
。
１
９
３
４
年
に
鎌

倉
女
学
院
の
校
長
を
退
職
後

は
、
漢
書
籍
の
研
究
に
専
念

し
、「
松
坡
」の
号
で
漢
詩
や

書
を
発
表
し
た
。
漢
学
・
漢

詩
を
通
じ
て
文
人
と
の
交
流

も
多
く
、「
鎌
倉
同
人
会
」
の

命
名
を
し
て
い
る
。
没
後
、

約
６
０
０
０
冊
に
及
ぶ
蔵
書

は
、
１
９
４
７
年
に
遺
族
か

ら
鎌
倉
市
図
書
館
に
寄
贈
さ

之
助
旧
蔵
書
と
、
田
辺
新
之

助
と
い
う
人
物
を
調
査
・
研

究
す
る
目
的
で
創
立
さ
れ
た

研
究
会
。

　
田
辺
新
之
助
（
１
８
６
２

～
１
９
４
４
）は
、
東
京
開

成
中
学
校
の
漢
文
教
師
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
１
８
９
７

年
に
校
長
に
な
り
、
１
９
０

０
年
に
逗
子
市
に
設
立
し
た

第
二
開
成
中
学
校
の
校
長
を

兼
務
。
同
校
は
１
９
０
３
年

４
月
に
逗
子
開
成
中
学
校
と

し
て
開
校
し
た
。
翌
年
10
月

に
は
、
鎌
倉
に
鎌
倉
女
学
校

を
創
設
し
初
代
校
長
と
な
っ

　
私
に
は
仕
事
の
関

係
で
九
州
の
地
で
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る

妹
家
族
が
い
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
る
帰
省
自

粛
の
た
め
、
今
夏
も
実
家
の

あ
る
鎌
倉
に
は
戻
っ
て
こ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
▼
も
う
２

年
以
上
、
妹
家
族
は
鎌
倉
に

戻
っ
て
お
ら
ず
会
え
て
い
ま

せ
ん
▼
２
歳
に
な
る
子
ど
も

と
も
ス
マ
ホ
越
し
の
た
め
、

実
際
に
会
っ
た
こ
と
も
な
い

状
況
で
す
▼
元
気
で
健
在
の

曽
祖
母
は
曽
孫
を
抱
く
と
い

う
夢
が
叶
っ
て
い
な
い
の
が

心
苦
し
い
で
す
▼
多
く
の
場

面
で
ア
ク
リ
ル
板
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
マ
ス
ク
着
用
且

つ
ア
ク
リ
ル
板
越
し
で
の
会

話
に
妙
に
慣
れ
て
き
て
い
る

気
が
し
ま
す
▼
マ
ス
ク
不
要

で
カ
メ
ラ
越
し
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
会
話
は
成
立
し
ま
す

が
、
や
は
り
少
し
寂
し
く
切

な
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
　
　
　
　（
Ｎ
）

　
▼
十
二
所
神
社
例
祭
　

５
日
例
祭
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
森
戸
大
明
神
大
祭
（
葉

山
）
８
日
例
大
祭
。
神
職
の

み
で
斉
行
。

　
▼
甘
縄
神
明
神
社
例
祭
　

14
日
例
祭
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭
　

15
日
例
大
祭
、
16
日
鈴
虫
放

生
祭
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
遊
行
寺
の
法
要（
藤
沢
）

15
日
す
す
き
念
仏
会
。
関
係

者
の
み
。
22
～
24
日
秋
季
開

山
忌
。

　
▼
御
霊
神
社
例
大
祭

18
日
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
松
葉
ヶ
谷
法
難
会

27
日
14
時
、
安
国
論
寺
。

　
▼
人
形
供
養
10
月
３
日
13

時
本
覚
寺
。
９
月
中
受
付
。 ９月

　「
七
里
ヶ
浜
ボ
ー
ト
遭
難

事
故
と
田
辺
新
之
助
」
の
題

の
講
演
会
が
10
月
３
日
午
後

１
時
半
か
ら
鎌
倉
婦
人
子
供

会
館
で
開
か
れ
る
。

　
講
師
は
、
松し

ょ
う
は坡
文
庫
研
究

会
代
表
で
逗
子
開
成
中
学

校
・
高
等
学
校
元
校
長
の
袴

田
潤
一
さ
ん
（
64
）。
袴
田

さ
ん
は
教
員
時
代
に
同
校
の

百
年
史
の
発
刊
に
携
わ
り
、

ボ
ー
ト
遭
難
事
故
の
調
査
に

当
た
っ
た
と
い
う
。

　
松
坡
文
庫
研
究
会
は
、
鎌

倉
市
中
央
図
書
館
の
「
松
坡

文
庫
」
と
称
さ
れ
る
田
辺
新

松
坡
文
庫
研
究
会
が
鎌
倉
で
講
演
会

田
辺
新
之
助
肖
像
画

（
逗
子
開
成
学
園
所
蔵
）

http://www.inouekamaboko.co.jp/

須
賀
市
）
の
ご
開
山
で
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
縁
を
感
じ
な
が
ら

像
の
委
託
保
存
さ
れ
て
い
る

鎌
倉
国
宝
館
で
拝
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
常
時
展

示
さ
れ
て
い

る
の
で
ゆ
っ

く
り
ご
覧
い

た
だ
け
ま

す
。）

　
お
寺
で
は

暗
が
り
だ
っ

た
り
拝
観
不

可
だ
っ
た
り

し
ま
す
が
、

国
宝
館
で
は

　
夏
休
み
だ
と
い
う
の
に
鎌

倉
は
人
も
疎
ら
、
未
だ
出
口

の
見
え
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
に
心
も

曇
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
禅
師
の
容

貌
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
憂

鬱
に
も
見
え
る
表
情
に
、
迫

真
性
が
あ
り
独
特
の
落
ち
着

き
と
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
鎌
倉
の
地
は
武
家
の

都
市
と
し
て
誕
生
し
た
と
知

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
武
家
の

精
神
を
支
え
た
仏
教
が
禅
で

し
た
。
特
に
中
国
宋
代
の

本
格
的
な
禅
が
日
本
に
最

初
に
伝
わ
っ
た
の
が
鎌
倉

で
、
武
家
の
間
で
し
た
。
禅

が
広
ま
る
に
つ
れ
多
く
の
渡

来
僧
（
蘭

ら
ん
け
い渓

道ど
う

隆り
ゅ
う・

無む
が
く学

祖そ
げ
ん元

・
兀

ご
っ
た
ん庵

普ふ
ね
い寧

）
ら
が
活

躍
し
ま
す
。
そ
の
門
下
に
多

く
の
日
本
の
禅
僧
が
法
を
嗣

い
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の

一
人
、
大だ

い

達た
つ

禅ぜ
ん
じ師

、
明

み
ょ
う
が
ん巖

正し
ょ
う
い
ん因

禅
師
（
１
２
８
５
～

１
３
６
９
年
）
は
建
長
寺

34 

世
、
円
覚
寺
24 
世
、
そ

れ
ぞ
れ
住
持
を
さ
れ
た
高
僧

で
、
円
覚
寺
塔
頭
の
正
し
ょ
う
で
ん伝

庵あ
んさ
ま
の
ご
開
山
で
す
。
ま

た
、筆
者
、自
坊
満
願
寺
（
横

正
伝
庵
・
明
巖
正
因
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（113）

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

明
る
く
照
ら
さ
れ
た
尊
像
を

眼
前
に
拝
す
る
こ
と
が
で
き

て
有
難
い
で
す
。
禅
師
最
晩

年
、
81
歳
の
姿
を
当
時
の
鎌

倉
仏
師
、
院い

ん
お
う応と

い
う
院い

ん
ぱ派

の
仏
師
が
造
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
像
は
寿じ

ゅ
ぞ
う像

と
い
い
、

生
前
中
の
肖
像
で
、
そ
の
写

実
的
な
表
現
は
禅
師
が
現
前

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

眉
間
に
皺
を
よ
せ
る
厳
し
い

お
顔
は
こ
ち
ら
に
何
か
を
問

い
か
け
て
く
る
よ
う
で
す
。

「
し
っ
か
り
和
尚
や
れ
よ
」。

と
背
中
を
叩
か
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
遭
難
の
碑
＝
稲
村
ガ
崎
公
園

七
里
ヶ
浜
ボ
ー
ト
遭
難
事
故
と
田
辺
新
之
助

れ
た
。

　
講
演
会
の
申
し
込
み
は
事

務
局
の
鎌
倉
市
中
央
図
書
館

☎
０
４
６
７
・25
・
２
６
１
１

要
望
書
提
出

石
碑
の
保
全
を

　　
鎌
倉
市
に

　
８
月
15
日
に
山
内
静
夫
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
お
別
れ
や
弔
問
も
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
、
鎌
倉

朝
日
で
は
、
山
内
さ
ん
を
偲
び
、
10
月
号
に
皆
さ
ん
の
声
を

お
伝
え
す
る
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
思
い
出
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
◆
３
０
０
字
程
度
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
１
面
題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
ま
で
。 

メ
ー
ル
はinfo@kamakura-asahi.com

　
趣
旨
は
変
え

ず
直
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
９
月
10
日
必
着
。

惜
別 

山
内
静
夫
さ
ん 

投
稿
募
集

で
あ
っ
た
り
、
民
有
地
で

あ
っ
た
り
し
て
所
有
者
が
定

か
で
な
い
も
の
も
多
い
。
一

昨
年
、
私
有
地
に
あ
っ
た
石

碑
が
撤
去
さ
れ
る
と
い
う
事

態
が
起
こ
り
、
市
の
対
応
の

不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
両
会
は
、
作
業
に
当
た
っ

　
帰
路
、
八
幡
宮
の
大
蓮
も

ゆ
っ
た
り
風
に
吹
か
れ
、
気

持
ち
も
大
ら
か
に
、
心
地
よ

い
秋
の
風
を
感
じ
ま
し
た
。

　
木
造
。
像
高
55
・
１
㎝
。

南
北
朝
町
時
代
・
１
３
６
５

年
（
貞
治
４
）。
国
重
文
。

て
事
前
に
石
碑
の
管
理
者
を

定
か
に
し
て
知
ら
せ
て
も
ら

う
こ
と
と
、
今
後
の
石
碑
保

全
に
向
け
て
の
市
の
適
切
な

対
応
を
要
望
し
た
。

　
市
教
育
文
化
財
部
の
佐
々

木
聡
部
長
は
「
市
の
石
碑
調

査
は
先
送
り
に
な
っ
て
い
る

が
、
石
碑
を
文
化
財
的
に
ど

う
扱
う
か
を
調
査
・
研
究
し
、

地
域
と
も
連
携
し
て
守
っ
て

い
く
体
制
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
」
と
返
答
し
た
。

　
当
初
ガ
イ
ド
協
会
は
９
月

か
ら
作
業
開
始
を
予
定
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
来
年

に
持
ち
越
さ
れ
る
見
込
み
。


